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1治　`革

電車事業札大正1 3年8月1日、市民待望の近代的交通機関として、営業路線6.8キロメートル、車両

2 2両をもって開通した。以来市勢の発展とともに路線の拡張を行V>、市内交通の主要機関としての役割を果た

し、最盛期の昭和3 8年度では、営業路線25キロメートル、車両87両、年間乗客数4,247万5千人に至

っている。

しかし、その後の高度経済成長を契機とした都市構造の変化、モータ.)ゼ-ションの進展等に伴い、逐年電

車は都市交通機関としての機能を喪失し、利用客の減少と相まって順次廃止の運命をたどbバスに転換してき

たが、現在なか、 2系統1 2キロメートルを3 8両の車両で運行している。

一方バス事業は、昭和2年1 1月23日、電車の補助的交通機関として営業路線1 8キロメートル、車両

1 7両で発足したが、その後都市圏の拡大に伴う利用客の増加に対応して、年々路線の拡充を図9、現在営業

キロ161キロメートル、 199両で126系統を運行するに至へている。

2　再　建　計　画

都市交通をとりまく蒙境の悪化により、交通事業は、深刻な経営危機に直面するに至ったので、昭和4 8年

度財政再建団体の指定をうけ、 1 5年間にわたる再建計画を策定し・国及び一般会計からの財政援助と企業努

力により経営健全化を図ることとなり、この基本方針に沿って鋭意努力を続けているo

しかし、マイカー、二輪車の増加等企業家鄭ま依然としてきびしく・利用客の減少傾向は続いているo

既に再建計画も後半期に入り、将来にわたり安定した経営を図るためには、乗客離れの防止が最大の課題で

ぁりーこれが対策として専用レーンの拡大等一企業環境の整備とあいまって諸施設の改善、近代化を図り、よ

り、市民に親しまれる市電、市バスを目指して努力しているo
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3　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

事 項 年 度
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

年 間 輸 送 人 員 9 ,5 8 0 ,4 1 3 9 ,9 8 1 ,3 4 8 1 0 ,0 6 8 ,17 1 9 ,9 2 5 ,5 1 8 9,7 5 3 ,6 7 7

年 間 走 行 キ ロ Q h ) 1,3 6 1 ,3 2 7 1 ,3 6 6 ,0 0 5 .2 1 ,3 8 1 ,6 0 5 .4 1 ,3 8 4 ,1 8 3 .8 1,4 0 2,10 9 .6

使 用 車 両 絢 6 ,1 0 9 .9 6 ,6 5 1 .8 6 ,7 6 1 .0 6 ,7 8 9 .6 6,8 9 9 .4

利 用 率 C o) 5 .1 5 .1 5 .1 5 .0 4 .9

乗 車 料 収 入 m 7 4 5,1 1 1 ,8 0 6 8 2 3 ,9 9 1 ,5 5 1 8 9 6 ,1 6 2 ,7 2 4 9 2 3 .7 3 0 ,8 4 2 9 4 7,7 9 4 ,9 8 9

-

輸 送 人 員 2 6 ,17 6 2 7 ,3 4 6 2 7 ,5 8 4 2 7 ,1 9 3 2 6 ,6 4 9

日

平

均

走 行 キ ロ 紬 3ー7 1 9 .5 3 ,7 3 5 .5 3 ,7 7 8 3 .7 9 2 .3 3 ,8 3 0 .9

使 用 車 両 岡 1 6 .9 1 8 .2 1 8 .5 1 8 .6 1 8 .9

乗 車 料 収 入 q可 2 ,0 3 5 ,8 2 5 2 ,2 5 7 ,5 1 1 2 ,4 5 5 ,2 4 0 2 ,5 3 0 ,7 6 9 2,5 8 9 ,6 0 4

一 平

車

日均

輸 送 人 員 1 ,5 4 7 1 ,5 0 1 1 ,4 8 9 1 ,4 6 2 1 ,4 1 4

走 行 キ ロ 紬 2 1 9 .9 2 0 5.0 2 0 4 .0 2 0 3 .9 2 0 3 .2

乗 車 料 収 入 の 1 2 0 ,3 5 6 1 2 3 ,8 7 5 1 3 2 ,5 4 9 1 3 6 ,0 5 1 1 3 7 ,3 7 4

表 定 速 度 (K m / H ) 1 4 .2 14 2 1 4 .2 1 4 .2 1 4 .2

(2)営業路線

事 項 年 度
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

路 線 延 長 (K由 1 2.0 2 5 1 2.0 2 5 1 2.0 2 5 1 2.0 2 3 1 2.0 2 3

単 線 延 長 (K由 0.2 7 7 0.2 7 7 0.2 7 7 0.2 7 7 0.2 7 7

複 線 延 長 Qh ) l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l.7 4 6 l l.7 4 6

営 業 路 線 延 長 OW 2 3.7 7 3 2 3.7 7 3 2 3.7 7 3 2 3.7 6 9 2 3.7 6 9

運 転 系 統 (系統) o 2 2 2 2

停 留 所 数 (カ所) 3 4 3 4 3 4 3 5 3 5

停 間

留 距

所 離

最 長 Oh ) 0.5 3 4 0.5 3 4 0.5 3 4 0.5 3 4 0.5 3 4

最 短 Qh D 0.1 8 0 0.1 8 0 0一1 8 0 0.1 3 4 0.1 3 4

平 均 Qh D 0.3 6 4 0.3 6 4 0.3 6 4 0.3 5 3 0.3 5 3

軌 道乗 。入れ許可 Km ) 1 1 1 1 1
0.6 0 0 0.6 0 0 0.6 0 0 0.6 0 0 0.6 0 0

(3)系統別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 8年度)

慕

疏
区 間 走 行 キ ロ

乗 車

人 員
収 入 費 用 差 引

キ ロ 当 た り収 支 乗 車

効 率収 入 費 用 差 引

2
健 軍

～
Km 千 千 円 千 円 千 円 円 円 円 %

>J
田 崎 橋

( 9 . 2 Km )

1,05 13 3 1.4 7,60 6 12 04,78 7 1,13 5,349 69,4 37 1,14 53 6 1,07 9.9 1 6 6.05 3 79

3

.守

健 軍

～
上 熊 本 駅

C 9.4 Km )

350 ,7782 2,14 8 3 68,520 37 8.854 △ 10,3 34 1,0 50.57 1β8 0.03 △ 29.46 28.0

計 1,402 ,109.6 9,75 4 1,57 3,30 7 1,5 14 203 5 9,10 3 1,12 2.10 1,079.94 4 2.16 35.6

(注)乗客1人当たり料金収入
定期外　103円22銭
定　期　　68円22銭
平　均　　97円17銭
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(4)電車運行要領(昭和51年5月20日実施)

* m .

項 E]
2 -n 3 号

運 行 区 間
熊本駅前～健軍( 8.7 Km ) 朝 日上熊本駅～神水橋 ( 7▼9Km )

( 6 1 5 2 ′-8 : 3 8 )

田崎橋～健軍 ( 9.2 Km ) 昼夜 瑚旨本駅～健軍( 9.4血1)

普 . 業 時 間 6 : o o ′-2 3 : 1 5 6 : 3 0 ′- 2 2 : 1

運 転 方 法

ダイヤ運転 ダイヤ運転

夜間帯時間表 .表示

( 2 0 : o o か ら最終までの時間表を各停留

所に表示 )

終日時間表 . 表示

(5)在籍車両数

車 両 年 .皮 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

ボ ギ ー車 ( ワ ン マ ン ) 3 3 3 3 3 3 3 4 3 4

連 接 車 4 4 4 4 4
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(6)運　　賃(昭和57年1 0月7日改定)

ア　普通旅客運賃

秩 運 賃 団 体 旅 客 運 賃 団体旅客運賃
の大 人 /)、 児 特 殊 運 .質 大 人 小児及び特殊(中学生以上) (小学生以下) (中学生以上) 割引適用方法

対 キ ロ

最初の2 キロせ 1 2才未満の者 身体障害者手帳 5 0人以.上の団 左記のEfL体で/)、基準となる普通
で 9 0円、2キ は大人運賃の半 の交付を受けて 体で同時に一定 学生以下の小児 旅客運賃からそ
ロを超え5キロ 額、6才稀 の幼 いる者及び介護 の停留所で乗降 及び身体障害者 の運賃0 1 0 0
まで 1 1 0円、 児は保護者同伴 人、諸施設によ する場合( 1 2 ぴに養護施設 分の1 0以内の

区 間 制
5 キロを超え8
キロまで1 3 0
円、8 キロを超
える時は1 5 0
円

の場合に限D そ
の1人は無料と
する

り養筆.又は保
護を受けている
者及び付添人、

、精神薄弱者及び
介護人

才以上の団体 ) 児童の団体 額を割引した額

イ1日乗車券運賃

1 日 乗 車 券

運 賃 乗 車 で き る 範 囲

電車 バス共通
大人 5 0 0 円 小人 2 5 0 円 電車全区間 .バ ス区間指定

ウ　定期旅客運賃

種 別 期 間 キ ロ 数 金 頗 割 引 率

通 勤

1 カ 月

2 キ ロ ま で 3,7 8 0 円

普 通 運 賃 を 6 0 倍 し た も の か ら 3 0 % 割 引

( 身 体 障 害 者 は 更 に 3 0 % 割 引 )

l5 .キ ロ ま で 4 ,6 2 0

8 キ ロ ま で 5,4 6 0

8 キ ロ以 上 6,3 0 0

3. カ 月

2 キ ロ ま で 1 0,7 7 0

1 カ 月 定 期 運 賃 額 を 3 倍 し た も の か ら 5 % 割 引

( 身 体 障 害 者 は 更 に 3 0 % 割 引 )

5 キ ロ ま で 1 3 ,1 7 0

8 キ ロ ま で 1 5,5 6 0

8 キ ロ以 ト 1 7 .9 6 0

通 学 (大 人 )

中 学 生 以 」二

1 カ 月

2 キ ロ ま で 2 ,7 0 0

普 通 運 賃 を 6 0 倍 し た も の か ら 5 0 % 割 引5 キ ロ ま で 3 .3 0 0

8 キ ロ ま で 3 .9 0 0

8 キ ロ以 上 4 ,5 0 0

3 カ 月

2 キ ロ ま で 7.7 0 0

1 カ 月 定 期 運 賃 額 を 3 倍 し た も の か ら 5 % 割 引5 キ ロ ま で 9 ,4 1 0

8 キ ロ ま で l l,1 2 0

8 キ ロ以 ト 1 2 .8 3 0

通 学 (小 人 )

小 学 生

身 体 障 害 者

1 カ 月

2 キ ロ ま で 1,3 5 0

普 通 運 賃 を 6 0 倍 し た も の か ら 7 5 % 割 引
5 キ ロ ま で 1,6 5 0

8 キ ロ ま で 1,9 5 0

8 キ n i'l」二 2 ,2 5 0

3 カ 月

2 キ ロ ま で 3 ,8 5 U

1 カ 月 定 期 運 賃 額 を 3 倍 した も の か ら 5 % 割 引
5 キ ロ ま で 4 ,7 0 0

8 キ ロ ま で 5 ,5 6 0

8 キ ロ以 .上 6 .4 1 0

通 勤 通 学 1 カ 月

2 キ ロ ま で 4 5 9 n

通 勤 定 期 運 賃 額 の 2 分 の 1 と通 学 ( 大 人 ) 運 賃 額 の 合

算 額

5 キ ロ ま で 5 .6 1 0

8 キ ロ ま で 6 .6 3 0

8 キ ロ以 上 7.6 5 0

& S 3 l 九 月 1 2 ,3 1 0 最 高 の 普 通 運 賃 を 1 8 0 倍 し た も の か ら 5 4 .4 % 割 引

電 車 . 自動 車 1 カ 月
/ 電 車 と 自 動 車 路 線 が 並 行 し て い る 区 間 を 利 用 す る も の

で 、 電 卓 と 自 動 車 の 定 期 運 賃 の う ち い ず れ か 昔 額 と 夜

共 通 S ヵ 月
rt可

る 運 賃
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4　自動車運送事業

・(1)輸送状況

年1 1月23日事業開始
年5月23日専業開始
年8月1日専業廃止

年 度

事 項 区 分

5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

乗 合 貸 切 乗 合 乗 合 乗 合 乗 合

年 間 輸 送. 人 員 28,7 28,8 35 1 7 5 28.5 16,1 37 27,12 4,500 26,0 01,128 2 4.6 23,99 4

年 間 走 行 キ ロ 紬 6,8 71′324 16 4 6月86,0 11 6,9 33,407 6,9 75,636 7,0 32′047

使 用 車 両 0両) 60,19 1 4 61,2 65 60,820 6 1,071 61.89 6

利 用 率 (% ) 15.2 - 14Ⅰ8 13.9 13.2 12.3

乗 車 料 収 入 (円) 2,504,033′120 2 30,8 00 ,647,236,925 2,7 00,101,810 2′737,17 1,950 2,7 48,667,96 5

日

辛

均

輸 送 人 員 78,49 4 - 78,126 74,3 14 7 1,23 6 67,27 9

走 行 キ ロ (Kd 18′7 74.1 - 18,86 6 18,996 17,308 19,2 13.2

使 用 車 両 (両) 164.5 - 167.8 166.6 167.3 169.1

乗車料収入 (円) 6,841,6 21 - 7,252,70 4 7,397,53 9 7,4 99,10 1 7,5 10,02 2

一 平

日

革 均

輸 送 人 員 477.3 - 465.5 446.0 425.8 39 8

走 行 キ ロ 紬 114.2 - 112.4 114.0 103.4 1 13.6

乗車 料収 入 (円) 41,6 01 - 43.2 10 44′3 95 44,82 0 44,408

衰 定 速 度 (Km/ H ) 13.8 - 13.9 13.9 13.9 13.9

(注)表定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した

(2)営業路線

年 度

事 項 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

免 許 路 線 (Km) 1 4 7.5 3 5 1 4 9.0 3 5 X 5 3.0 9 5 1 5 8.5 8 5 1 6 1.4 1 5

営 業 路 線 (Km) 1 4 7.5 3 5 1 4 9.0 3 5 1 5 3.0 9 5 1 5 8.5 8 5 1 6 1.4 1 5

休 止 路. 線 (Km) 0 0 0 0 0

停 留 所 数 (カ所) 4 0 1 4 0 4 4 1 3 4 2 0 4 3 3

停 間

留距

^ m

最 長 (Km) 0.9 0.9 0-9 0.9 1.1

最 埴 (Km) 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

平 均 (K皿) 0.3 6 8 0.3 7 0.3 7 2 0.3 7 8 0.3 7 5

運 系

転変

路 線 (路線) 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6

系 統 数 (系統) 1 1 5 1 1 4 1 2 3 1 2 4 1 2 6

運 距

伝

系

m m

総 長 (Km) 9 4 7.7 9 4 0.4 1,0 1 8.0 1,0 3 6.1 1,0 5 8.0

最 長 (Km) 1 8.0 1 8.0 1 8.0 1 8.6 1 8.6

最 短 (.Km ) 2.5 2.5 2.5 2.5 2-5

平 均 (Km ) 8.2 8.3 8.3 8.4 8.4
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(3)バス専用レーン
(昭59. 4. 1現在)

区 間 距 離 適 用 時 間

専

用

レ′.

I

ン′

水 野 寺 公 園 前～ 熊 本 城 前交 差 点
Km

上 . 下 6. 1
ラ ッシュ 時間 帯 7 :1 7 : 3 0 ~ 9 : 0 00 - 1 9 : 0 0

明 午 橋 通 f> ~ "水道 町 交差 点 上 . 下 1ー1 水 道 町交 差 点 ( 上 少)

パ ス の遠

熊 本 城交 差点 (上 b )
行 時 間 中

浄 行 寺交 差 局 (下 D )

南 熊 本 駅 前 ～辛 島町 交差 点 上 . 下 3 . 0

浄 行 寺 交 差 点 下 0 . 1

水 前 寺 駅 通 b ～水 前 寺駅 前 上 0 . 4 ラ ッシ ュ時 間 帯 1 77 …0 0 ~ 90 0 ~ 1 9 .…8 00

大 江二渡 鹿 交差 点～ 子 飼橋 際 上 . 下 1. 0
. ラ ッシ ュ時間 帯 7 : 0 0 ~ 9 : 0 01 7 : 0 0 ~ 1 9 : 0 0

計 l l . 7

(4)在籍車両数

年 度

車 両
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

ワ ン マ ン 2 0 0 2 0 0 1 9 9 1 9 9 1 9 9
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(ED　路線別運輸成績

(昭和58年度)

路
聾

> j

路 線 名 走行 キ ロ
乗 車

人 員

収 入 費 用 差 引

キ ロ 当 た り収 支

収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 状 線
K m

5 6 0 ,7 2 1

千人 千 円 千 円 千 円 円 円 円

3.0 9 1 3 4 1 ,2 8 1 2 7 4 ,9 3 4 6 6 ,3 4 7 6 0 8 .6 5 4 9 0 .3 2 1 1 8 .3 3

2 第 2 環 状 線 4 9 0 ,1 7 4 1,6 2 2 2 1 1,9 6 5 2 6 5 ,6 0 0 △5 3 ,6 3 5 4 3 2 4 3 5 4 1 .8 5 △ 1 0 9 .4 2

3 池 田 大 窪 線 3 0 9 ,1 3 9 1 ,4 4 1 1 6 0万 7 7 1 4 2 5 8 4 1 7 ,9 9 3 5 1 9 .4 3 4 6 12 3 5 8 .2 0

4 小 峯 京 塚 緑 6 8 8 .2 3 2 3 ,2 6 6 4 4 3 ,2 6 2 3 2 9 ,7 9 1 1 1 3′4 7 1 6 4 4 .0 6 4 7 9 .1 9 1 6 4 .8 7

5 川 .尻 帯 山 緑 9 2 2,5 8 5 3 ,0 6 5 4 8 1 ,6 6 9 4 0 6 ,0 1 0 7 5 ,6 5 9 5 2 2 .0 9 4 4 0 .0 8 8 2 .0 1

6 島 崎 保 田 窪 線 4 4 9 ,6 7 8 2 ,0 1 1 2 6 4 ,8 7 1 2 1 6 ,6 3 9 4 8 .2 3 2 5 8 9 .0 2 4 8 1.7 6 1 0 7 .2 6

7 長 嶺 子 飼 線 9 1,4 9 8 ・1 O O 3 8 .3 3 3 4 4 ,4 6 2 △.6 ,1 2 9 4 1 8 5 5 4 8 5.9 3 △.6 6 .9 8

8 桶 城 西 校 線 9 0 9 2 3 7 2 ,9 2 9 4 1 4 5 8 6 4 3 8 .5 4 2 △2 3 ,9 5 6 4 5 5 3 7 4 8 2 3 2 △」 6 .3 5

1 0 野 口 健 軍 線 5 3 2 ,1 9 5 12 3 7 1 9 0 ,0 9 4 2 4 7β7 4 △ 5 7 ,7 8 0 3 5 7 .1 9 4 6 5 .7 6 △ 1 0 8 5 7

l l 御 幸 木 部 線 1 7 9 ,0 1 6 5 6 0 8 8 ,5 8 5 8 6 ,8 0 9 1 ,7 7 6 4 9 4 8 4 4 8 4 9 2 9 .9 2

1 2 花 園 柿 原 線 2 4 6 ,9 8 0 1,0 7 4 1 3 5 ,5 4 3 1 2 8 ,0 2 6 7 ,5 1 7 5 4 & 8 0 5 1 8 .3 7 3 0 .4 3

1 3 川 尻 線 2 8 9 ,0 1 2 5 9 0 1 0 4 ,5 0 6 1 3 1 ,6 7 5 △ 2 7 ,1 6 9 3 6 1 .6 0 4 5 5 .6 0 ∠△9 4 .0 0

1 4 画 図 線 2 6 5 ,7 2 4 8 5 2 1 2 2,1 3 5 1 1 6 ,0 2 8 6,1 0 8 4 5 9 .6 3 4 3 6 .6 5 2 2 3 8

1 5 池 田 健 軍 線 野 口健 軍 線 に含 む

1 6 健 軍 長 嶺 線 東 町 団 地 線 に含 む

1 7 川 尻 土 河 原 線 川 尻 線 、 野 口健 軍 線 に 含 む

1 8 東 町 団 地 線 2 1 6 ,6 1 8 3 5 2 5 4 ,2 9 6 9 5 ,9 4 9 △,4 1 ,6 5 3 2 5 0 .6 5 4 4 2 3 4 △1 9 2 2 9

1 9 中 央 環 状 線 1 6 6 ,3 1 9 4 3 3 5 4ー4 7 7 7 9 ,0 8 9 △2 4 ,6 1 2 3 2 7 5 5 4 7 5 5 3 △1 4 7 .9 8

2 0 昭 和 町 線 2 4 5 ,2 7 4 6 8 7 1 0 0 ,4 1 6 1 1 4 ,8 9 0 △ 1 4 ,4 7 4 4 0 9 .4 0 4 6 8 .4 1 △5 9 .0 1

2 1 高 平 田 地 縁 8 1β 2 4 2 1 8 3 6 ,4 9 5 4 4 ,7 5 5 △ .8 2 6 0 4 4 54 7 5 4 6 .3 0 △ 1 0 0一8 3

2 2 熊 本 駅 県 庁 線 5 8 .8 6 1 1 7 3 2 4 .3 5 4 2 8 ,1 3 5 △ .3 .7 8 1 4 1 3.7 5 4 7 7 5 9 △.6 4 .2 4

2 3 上 熊 本 線 2 0 5β 8 1 4 8 8 6 4 ,4 8 7 1 0 0 ,9 2 2 △ .3 6 ,4 3 5 3 1 44 5 4 9 2 .l l △ 1 7 7 .6 6

2 4 長 清 団 地 線 1 2 3 .7 7 9 3 1 3 4 1,6 9 2 6 8 ,5 2 1 △2 6 ,8 2 9 3 3 6 8 3 5 5 3 5 8 △」 1 6 .7 5

2 5 城 北 線 上 熊本 線 に含 む

2 6 坪 井 線 高 平 団 地線 に 含 む

2 7 本 山 線 川 尻 線 に 含 む

令 .計 7 ,0 3 2β4 7 2 4 ,6 2 4 3 .3 7 3,6 2 4 3 ,3 6 1 ,2 3 5 1 2 ,3 8 9 4 7 9 .7 5 4 7 7.9 9 1 .7 6

(注)乗客1人当たり運賃収入

定期外　113円80銭

定　期　102円78銭

全　体　111円63銭
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(6)運　　賃(昭和57毎10月1日改定)

ア　普通旅客運賃

辛
運 賃 最低運賃

特 殊 運 賃
大 人 (中学生以上) 小児 (小学生以下) 大人 小児

対キロ区間制

最初の2 キロまでは賃率 大人運賃の半額、

9 0円.5 0円

身体陣等者手帳の交付を受けて
4 7円2 0銭、2 キロを越 ただし1 0 円未 いる者及び介護人
え1 5キロまでは賃率2 3 満の場合は1 0 l諸施設によb介護又は保護を受
円6 0銭、 1 5 キロを越え 円に切b上げ けている者畢ぴ付添人並びに精
3 0キロまでは賃率2 1円 神薄弱者及び介護人で各々普通

2 0銭として計算した額 運賃の5 0 % 割引

イ　定期旅客運賃

A 種 別 期 由 割 引 率

通 勤 ( 大人 )

1 カ月 当該区 間の普通運賃を 6 0 倍 した ものか ら3 0 % 割引

3 カ月 1 カ月定期運賃を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引

通 勤 (′J、児 )

1 カ月 通勤 ( 大人 ) 1 カ月定期運 賃額 を 5 0 % 割引

3 カ月 〝 3 カ月 〝

通 学

( 高校生以 上 )

1 カ月 当該区 間の普通運賃 を 6 0 倍 した ものか ら4 0 % 割引

3 カ月 1 カ月定期運賃 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引 (霜 雪舘 冒躍 売 。の割 )

通 学

( 中 学 生 )

1 カ月 当該区間の普通運賃を 6 0 倍 した ものか ら4 5 % 害帽 ー

3 カ月 1 カ月定期運賃を 3 倍 した ものか ら5 % 割引 ( 競 豊 音讐纏 売 りの割 )

通 学

( ′J、学生以下 )

1 カ月 通学 ( 中学生 ) 1 カ月 定期運賃額 を5 0 % 割引

S ヵ月 1 カ月細 運賃 を 3 倍 した ものか ら5 % 割引 (霜 豊 音晋躍 売 りの割 )

通 勤 通 学

1 カ月 欝 覧 繁 悪諸 島欝曾 贈 号m m ョ, -t o 森盆甥 57E 聖運賃 と通学 (高校生以

3 カ月 1 カ月定期運賃額 を 3 倍 したものか ら 5 % 割 引 (霜 譜 諸 謂 墓 。の )

身

体

障

ヨ三
日
著

通 勤

-*: A )

1 カ月 通勤 ( 大人 )定期運賃額 を 3 0 % 割引

S ヵ月 1 カ月定期 運賃額を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引

通 学

( 大 人 )

1 カ月 通 学 (高校生以上及び中学生以上 )定 期運賃額を 3 0 % 割引

3 A H 1 カ月定期 運賃額 を3 倍 したものか ら s % m 弓ー(晶 曾諸 謂 要 りの )

電 車 . 自 動 車 1 カ月
電車 と自動車路線が並行 している区間を利 用す るもので、電車 と自動車の定

共 通 定 期 券 3 カ月
期運賃のうちいずれか高額 とな る運賃
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ウ　回数旅客運賃(全券種電車・バス共通)

券 種 内 容 通 用 方 法 備 考

普

m

回

数

旅

客

運

質

9 0 0 円券 9 0 円× 1 1 枚級

乗車区 間の運賃

額に合わせて使

用

市 電

市 バ ス

共

九州、匪菓交通紳
過

熊 本 電 鉄 ㈱

熊 本 iくス ㈱

1,0 0 0 円券 1 0 0 円 × 1 1 枚級

1,1 0 0 円券 1 1 0 円× 1 1 枚綴

1,2 0 0 円券 1 2 0 円× 1 1 枚綴

1,3 0 0 円券 1 3 0 円× 1 1 枚綴

1,4 0 0 円券 1 4 0 円× 1 1 枚綴

1,5 0 0 円券 1 5 0 円× 1 1 枚綴

1,0 0 0 円券

( ミックス券 )

9 0 円× 1 2 枚 と 2 0 円× 1 枚

1 1 0 円× 1 0 枚

1 2 0 円× 9 枚 と 2 0 円× 1 枚

1 3 0 円× 8 枚 と 6 0 円× 1 枚

1 4 0 円× 7 枚 と 1 2 0 円× 1 枚

1 5 0 円× 7 枚 と 5 0 円× 1 枚

3 0 円× 1 0 枚 と 4 0 円× 1 0 枚と

5 0 円× 8 枚

過

学

回

n

旅

客

逮

質

9 0 0 円券
9 0 円× i 3 枚簸

乗車区 間の運賃

額に合わせて使

用、学校又は身

体障害福祉法に

規 定す る諸施設

に通学 ( 通園 )

す る者 ( 身分証

明書必要 )

1,0 0 0 円券 1 0 0 円× 1 3 枚簸

1,1 0 0 円券 1 1 0 円× 1 3 枚綴

1,2 0 0 円券 1 2 0 円× 1 3 枚綴

1,3 0 0 円券 1 3 0 円× 1 3 枚綴

1,4 0 0 円券 1 4 0 円× 1 3 枚嬢

1,5 0 0 円券 1 5 0 円× 1 3 枚顔

( 呈,3 男娼 苧 芸00 隈 1 01 2 猿 と 4 0 円× 1 0 枚と
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5　経　営　状　況
(単位　円)

年 度

事 項 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

戟

道

事

莱

総 収 益 15 3 4 ,7 2 2β0 6 1,4 8 7 .4 4 8 ,9 8 2 1 3 3 0 ,0 5 4 2 4 3 1 5 7 5 ,3 2 3 5 7 5 1,5 7 3 ,3 0 6 ,2 5 6

乗 車 料 収 入 7 4 5 ,1 1 1β0 6 8 2 3 ,9 9 1 ,5 5 1 8 9 6 ,1 6 2 ,7 2 4 9 2 3 ,7 3 0β4 2 9 4 7 ,7 9 4 .9 8 9

そ の 他 収 入 4 8 9 ,6 1 1 ,0 0 0 6 6 3 4 5 7 ,4 3 1 4 3 3 ,8 9 1万1 9 6 5 1 5 9 3 ,1 3 3 6 2 5 ,5 1 1 2 6 7

総 費 用 1 2 6 1 5 9 6 2 5 8 1 ,4 7 5β8 1 ,1 5 5 1 2 5 6β2 4 ,4 9 5 1万4 9 ,6 4 2 ,1 5 8 15 1 4 2 0 2 ,βO A

人 件 費 9 6 4 3 0 6 ,4 9 9 1 ,1 2 7 ,6 4 1 2 3 2 9 3 6 ,8 7 7β9 2 12 3 6β0 0 ,9 6 5 1,18 5 ,5 1 0 ,1 4 2

減 価 償 却 費 2 1,7 0 8 ,4 6 0 5 0 5 5 7 ,0 6 7 5 3 ,4 3 7 4 8 5 5 3一7 5 2 2 2 5 6 9 ,0 6 1万1 0

電 力 費 4 2 ,1 7 3 ,2 1 2 7 3β3 0 ,3 8 9 7 8 ,3 1 7 2 2 4 7 85 3 6 ,9 4 2 8 2β6 8 ,5 4 7

支 払 利 息 1 3 4 ,1 9 1,5 0 7 1 2 0 ,5 4 9 ,6 8 8 7 4β1 2 5 9 9 6 3,4 1 6 4 7 0 6 0β0 0 ,3 1 5

修 繕 費 2 1,7 0 6 ,4 2 8 2 4 5 3 9 ,0 3 4 3 8 ,8 9 7β2 7 4 2,6 6 5β4 9 4 5 ,3 7 5 ,6 3 6

そ Aの 他 7 6β1 0 ,15 2 7 9 ,1 6 3,7 4 5 7 4 ,6 8 2 2 6 8 7 4 ,4 7 0 ,5 0 7 7 1β8 6,6 5 4

単 年 度 損 益 △ 2 6β7 3 .4 5 2 l l,4 6 7β2 7 7 3 ,2 2 9 ,7 4 8 2 5 ,6 8 1β1 7 5 9 ,1 0 3,4 5 2

剰 余 金 又 は累 積 欠損 金 △ 1 ,4 4 4 ,0 8 4 ,9 9 0 ∠̂9 3 25 2 7β7 2 A 7 7 8 5 0 1.8 7 4 △ 6 5 7β7 6 ,6 0 2 △4 4 7 ,4 9 34 3 5

自

動

総 収 益 2 ,9 7 2 ,6 5 0 ,7 0 6 3、.0 7 0 ,6 9 0 ,0 3 1 3 .0 7 9 ,0 0 7β8 5 3 ,2 7 0 ,5 1 0 ,4 0 8 3′3 7 3ー6 2 4 ,4 2 6

乗 車 料 収 入 2 5 0 4 2 6 3 ,9 2 0 2 ,6 4 7 ,2 3 6 ,9 2 5 2 ,7 0 0 ,1 0 1β1 0 2 ,7 3 7 ,17 1 ,9 5 0 2 ,7 4 8 ,6 6 7 ,9 6 5

そ の 他 収 入 4 6 8 ,3 8 6 ,7 8 6 4 2 3 4 5 3 ,1 0 6 3 7 8か0 6 ,17 5 5 3 3 ,3 3 8 4 5 8 6 2 4 5 5 6 ,4 6 1

総 費 用 2β2 7β 14 β4 3 3 .0 3 2 ,4 8 0 ,7 9 2 3 .0 4 8 ,0 2 7 ,4 7 2 3 2 4 9 2 3 3 ,7 9 9 3 ,3 6 1 ,2 3 5 ,4 0 2

車 人 件 費 2 .1 6 7S 3 4 ,2 2 0 2 2 0 6 ,9 4 1 ,4 6 2 2,1 6 5 ,1 1 9 ,9 6 3 2 ,3 2 9 ,4 4 5 ,0 6 4 2 ,4 9 3 .8 1 8 ,9 3 8

運

逮

減 価 償 却 費 1 8 7,4 5 5 ,4 7 3 1 9 7 ,4 0 8 ,3 5 7 2 2 2β2 1 ,3 0 2 2 5 1,2 2 0,9 4 3 2 1 6 2 0 4 ,4 6 7

燃 料 費 1 9 8 ,6 0 8 2 1 3 2 5 2 ,4 2 5 ,2 0 0 2 7 5 ,3 5 2 ,βO O 2 9 2 ,7 0 1,9 0 0 2 6 5 ,1 9 4 ,βO O

支 払 利 息 8 6β4 1 ,4 0 4 8 1 ,6 6 4 ,1 0 9 7 3 ,5 7 7 ,7 1 0 . 6 5β3 0 ,1 5 8 7 」7 4 1 ,2 3 3

事 修 繕 費 6 6 ,5 0 0 ,9 1 6 7 1,1 3 5,3 5 0 7 6 ,6 8 8β8 1 7 0 ,4 8 0 3 2 6 7 7 2 0 2 ,1 4 4

業 そ の 他 2 2 0 ,3 7 4 ,7 1 7 2 2 25 0 63 1 4 2 3 5,2 6 7,6 1 6 2 4 0 ,1 5 5 ,4 0 8 2 3 6,0 7 4β2 0

単 年 度 損 益 4 4β3 5 ,7 6 3 3 8 2 0 9 2 3 9 3 0 ,9 8 0 .万1 3 2 1 2 7 6 ,6 0 9 1 23 8 9 ,0 2 4

剰 余 金 乃 ま累積 欠損 金 △8 7,4 4 2 ,β9 2 3 0β9 3 ,9 9 9 3 0 6 ^ 9 0β3 0 6 0 5 ,0 3 9 ,6 0 5 1,1 3 3.4 9 0 .4 5 9

計

総 収 益 4 2 0 73 7 3 ,5 1 2 4 5 5 8 ,1 3 9 ,0 1 3 4 ,4 0 9 ,0 6 2 2 2 8 4β4 5β3 4 ,3 8 3 4β4 6 ,9 3 0 ,6 8 2

乗 車 料 収 入 3 .2 4 9,3 7 5,7 2 6 」4 7 1 ,2 2 8 ,4 7 6 3 5 9 6 ,2 6 4 5 3 4 3 ,6 6 0β0 2 ,7 9 2 3β9 6 ,4 6 2 か5 4

そ の 他 収 入 9 5 7,9 9 7,7 8 6 1 ,0 8 6β1 0万3 7 8 1 2 ,7 9 7 ,6 9 4 1 ,1 8 4 5 3 1 5 9 1 12 5 0 ,4 6 7 ,7 2 8

総 費 用 4 ,1 8 9 ,4 1 12 0 1 4ー5 0 8 ,4 6 1 ,9 4 7 4 ,3 0 4β5 1β6 7 4 ,7 9 8β7 5,9 5 7 4β7 5 ,4 3 8 ,2 0 6

人 件 費 3 .1 3 2β4 0 ,7 1 9 3 .3 3 4 ,5 8 2 ,6 9 4 3 .10 1 ,9 9 7 ,0 5 5 3,5 6 6,2 4 6,0 2 9 3 ,6 7 9 3 2 9 ,0 8 0

減 価 償 却 費 2 0 9 ,1 6 3 ,9 3 3 2 4 7 ,9 6 54 2 4 2 7 5 ,4 5 8 ,7 8 7 3 0 4β7 3 ,1 6 8 2 8 5 2 6 5 ,9 7 7

電 力 費 . 燃 料 費 2 4 0 ,7 8 1 ,4 2 5 3 2 5β5 55 8 9 3 5 3 ,6 6 9 2 2 4 3 7 1,2 3 8 ,8 4 2 3 4 7 2 6 2 5 4 7

支 払 利 息 2 2 1 ,1 3 2β1 1 2 0 2 2 1 3 ,7 9 7 1 4 8,1 9 0 3 0 9 1 2 8 .6 4 6 ,6 2 8 1 3 2β4 1 ,5 4 8

修 繕 費 8 8 2 0 7 ,3 4 4 9 5 ,6 7 4 ,3 8 4 1 1 5万8 6 ,7 0 8 1 1 3 ,1 4 5 3 7 5 1 2 2 5 7 7 ,7 8 0

そ の 他 2 9 72 8 4β6 9 3 0 2β7 0 ,0 5 9 3 0 9 ,9 4 9 .β8 4 3 1 4 ,6 2 5β1 5 3 0 8,0 6 1 2 7 4

単 年 ォ m 益 1 7β6 2 ,3 1 1 4 9 ,6 7 7β6 6 1 0 4 2 1 0 ,2 6 1 4 6β5 8 4 2 6 7 1,4 9 2 ,4 7 6

乗除 金 力 覇 称 損 金 △1 5 3 15 2 7,6 8 2 △ 9 0 2 ,0 3 3β7 3 △4 7 Z 2 1 1 ,0 4 4 △5 2β3 6β9 7 6 8 5 ,9 9 7 ,0 2 4

(注)特別損益は除く
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6　職員数及び給与

(1)部門別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59.4. 1現在)

部 門別

職 種 別 性 別

一 般 管 理 電 車 ノヾ ス 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

特 別 職 1 1 1 1

事 務 職 2 0 6 2 6 l l l l 2 3 1 2 4 5 4 7 6 1

技 .術 . 職 3 9 3 9 3 5 3 5 7 4 7 4

運 転 手 6 9 6 9 2 9 7 2 9 7 3 6 6 3 6 6

車 掌 5 5 5 5

そ の 他 5 1 6 2 9 2 0 1 9 2 2 1 4 4 3 4 7

計 2 6 7 3 3 1 3 9 1 3 9 3 7 9 3 3 8 2 5 4 4 1 0 5 5 4

(注) 4月1日退職者を除く

GZ)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭5 9.4月分)

部 門 別

事 項 一 般 管 理 電 車 ′ヾ ス 計

基 本 給 (円) 2 9 9 ,2 3 0 2 4 0 ,7 3 0 2 5 8 ,2 1 1 2 5 5 ,8 2 5

特 殊 勤 務 手 当 (円) 1 6 5 6,4 1 1 9 ,3 4 9 8 ,0 7 7

超 過 勤 務 手 当 (円) 2 2 ,7 3 1 2 5,6 7 9 4 0 ,0 2 2 3 5 ,4 4 9

そ の 他 の 手 当 (円) 1 0 ,4 4 4 8,6 1 9 8 ,2 5 2 8 ,4 9 1

合 計 (円) 3 3 2 ,5 7 0 2 8 1,4 3 9 3 1 5 ,8 3 4 3 0 7 ,8 4 2

年 齢 (才) 4 9 .l l 4 3 .4 4 7 .4 4 6 .6

勤 続 年 数 (年) 2 5.9 1 8 .4 1 9 .8 1 9 .8

(注)合計欄は特別職を除く

7　施　　設

事 項
施設名

面 積 施 設 内 容

交 通 局 l l,4 7 3 iが 事務所 電車車庫 車両整備工場 電車大江詰所

小 峯 営 業 所

1 6,3 88

営業所 バス車庫

小 峯 整 備 工 場 SU S I *

坪 井 営 業 所 4,7 9 1 営業所 バス車庫

本 山 営 業 所 5,9 1 3 営業所 バス車庫
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